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Using the model of middle cerebral artery (MCA) occlusion in gerbils, in which

infarction was produced in the ipsilateral cortex and striatum, the author investigated

neuronal damage and sequential changes of local cerebral glucose utilization ipsilaterally

in the hippocampus, thalamus, lateral geniculate body (LGB), medial geniculate body

(MGB), globus pallidus (GP), and substantia nigra pars reticulata (SNR), all of which

are outside the ischemic area, and protein synthesis in the hippocampus. Neuronal

damage was determined by histopathological change and the regional distribution of

46Ca on 45Ca autoradiograms. Local cerebral glucose utilization (LCGU) was evaluated

by 14C-deoxyglucose autoradiography, and protein synthesis by 14 C -valine autoradio-

graphy.

In the ipsilateral hippocampus, a marked increase in LCGU was present and 4SCa

accumulation was observed in the dendritic region of the pyramidal cells during the 2

hours after MCA occlusion. Reduced protein synthesis in the CA1 neurons was evident

2 to 12 hours after MCA occlusion and reversible dendritic damage of the CAl neurons

was demonstrated using the antibody against microtubule-associated protein 2.

However, in the ipsilateral thalamus, LGB, MGB, GP and SNR, degenerated neurons

were found 1 week after MCA occlusion, and a marked atrophy was observed during

and after the second week following MCA occlusion. The ventral posterior nucleus of

the ipsilateral thalamus suffered the greatest neuronal loss. In the thalamus, LGB and

MGB, which all send efferent fibers to the cortex in the territory of the MCA, a

decrease in LCGU was observed during the first week after the occlusion, and 45Ca

accumulation occured during and after the second day following MCA occlusion. In
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1. は し め に

脳虚血をこおける神経細胞梅暦の研究はき今までは蓬三に撃

虚血に陥った領域の神経細胞に関してなされてきたサ脳

血流低Fのためのエネルギ-死である臣it典的な虚と若r漕摘喜署

胞壊死邑Jと,-弓感性虚血穣エネルギ加代謝鮒ぎ33複と〆たをこ

叡かかわらず数日後脆弱性を持-〉舶要職群がき羨遷壊邑〟ていく

遅発性神経細胞壊死慧)3)が知られている.

-方,局所に脳梗塞などの病変が生じた喝合算病変以

外の部位にも籍凝血流麗や脳ダルコ---ス代謝の変化が生じ

る現象は,蛋豊豆迅St;h蔓S遍S項)として知られている中段近さどう

をこ,そうした虚血にきらきれることのない鹿屋鮎敵城以外

の部位をこ屯神経細胞魔書の隼もこることが届所脳鹿屋亀をデ

ルを用いた実験で報漂tlLトされている5)6)Lかし予局所虚

血巣をこ搾って毅に)斬る遠隔病変の病態やメカニズムをこ関

る局所脳虚ぬモデルをこよりで亨遠隔病変の部位や経略的

変化が瓢なるnf能性が考えに)れる甘

本野㌢究では羊騨利親駿血緑や-つてみ転れる遠隔病変の
病態をできるだけ郷3ちかにすることを目的をこ,線条体と

血を生じる砂ネズミ中東脳動脈閉塞をデル7)を用いて,

相当塞1時間後の覚醒時脳グルコース代謝で低下のみられ

た虚EftWill視床,外側膝状健二予内側膝状体および,遇をこ先

進のみられた虚血側海馬賢禦質,淡蒼球の各磯城におい

管,グルコース代謝と組織学的変化を経時約に観察し,

その関連について検討を行った.凱織学的変化は 45ca

オ…トラジオグラムをこよる嶺Sca集積呑分布と痛罵!̂学的

検索から検討した.海馬をこおいてはさらに,蛋白合成能

の経略的変化に-)いて屯検討Lたな

It.実 験 方 法

1.実験モデル

3凝験をこぼ50-ノア0gの成熟雄砂ネズミ(Mon琵く)旦iam尿er-

右吉jt-∵棋トト∴ けこ=1rtlllL川ITll,itLll;II,いい一三l(h-;:

太脳動脈を露夏日しき曝索の内側部にて本動脈を電気脱ぎ乱

永久g義喜-3案も｡′てモデルを作製Lた｡ 一部では,線条体をで

きるだげ虚血領域に含意ないモデルを作製する旧ypLjで,

中大脳動脈の閉塞を嗅索横断部より約2mm遠位部で

行-)た｡暁筋を焼却,頬骨弓後半部を切除Lて側が綱拍患

部に到達する従来の方法7)ではや旨々曾な摂食ができな

が旨遷摘転であったU酬勾㌢∴約時ぎ宗警抜紅組畳5分で,羊術終ip後

2.局所脳血流量の測定

虚血をこ陥る中大脳動脈領域の広がを〕とその程度及び虚

血領域以外で今回挽諾増せる磯城の脳血流数を知ることを

日的∴,トこll､=r;i(h∴ト/1上巨二__.j十一い~∴卜lL､iti州Mi-

pyT妄neHA㌘)を用いたオ-トラジオグラフィ-法で中

大脳動脈閉塞1時間綾の短さ所脳血流量を測定した(nエ

冒)早J､ロ七ソ麻酔Fをこ大腿動脈及び大腿静脈のカニニ2"レ-

ショソとが議Sterc挽Stによる下半身の固定を行い,約

諾時間後き十分に覚醒したところで再びハE3救ン麻軒下

に中大脳動脈を閉塞した¢59分30秒後に且̀乱C-互AP護軸
C五月洞窟を30秒間で注入し,その間動脈血を5秒ごと
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テ ィ y ゲ ラ ソ プ で 調 節 L た 8 注 入 終 39 と 降那 時 に 断 頭 し き

脳 を 素 早 i 取 を細 目 ノ 声 粉 状 が ) ド ラ イ V イ 射 こ ? 凍 結 し た .

上 ' ll I 1' i~ 1 ▲√ ･ ト L~ :'中 , し■~鳩 目 柵 叫 十 二r1 1{r~･lELl日 .

乾 燥 闘 志 要 し た 級 , 標 準 線 琶鎧 板 と 教 導) に Ⅹ 線 ブ ザ ル ム 挿 u j i

T y p e 嵐 5 0 う に 遠 位 ㌢ 日 量警3感 光 澄 せ オ ー ト ラ ジ オ グ ラ ム を 得

た 堺 呈鮎 中 の 詑 豊 濃 度 を シ ソ テ レ---N シ ′ ニ運 ソ カ ウ ン タ - -目 指 c c -
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:L 局 所 脳 ケ ) L コ ー ス 代 謝 の 測 定

各 綴 域 に お け る 関 所 脳 ゲ ル コ - ス 代 謝 の 経 略 的 変 化 は ,

中 太 脳 動 脈 閉 塞 後 1 時 間 予 2 時 間 , 6 時 間 , 1 2 時 間 声

1 勘 2 日 , 1 週 間 の 各 群 行 1 - 齢 と 無 処 置 の 正 常 砂

ネ ズ ミ t n - 弟 に お い て タ i後C - d e o x y 鰐 且u c o s e ( D G ) を

用 い た オ - ト ラ ジ オ グ ラ フ ィ - 法 で 観 察 し た . 息4 C - D G

浅 O fAC ,豆パ 0 田 宮 を 大 腿 静 脈 か ど〕 注 入 し , そ の 後 は 経 ‖ 薄暗 放

置 し , 魂 5 分 後 に 断 頭 し た " 断 頭 後 は 前 述 し た 方 法 で オ ー

ト ラ ジ オ グ ラ ム を 作 製 L た . 定 造 化 に は , 断 頭 ま で の 確 5

採 血 が 必 蜜 で あ り , 体 毅 の 少 な い 砂 ネ ズ ミ に と っ て は そ

の 採 徹 毅 をこ よ る 影 響 の 寿 が 大 き い と 考 え に:) れ あ え て 麗

均 値 に 尉 す る 各 織 成 の o p も 豊だ 議 l d e m s は y m ｡ a ) 比 で 検 討

日 ∴ り 函 L､⊥】l Lh lト 恒 J 立 目上 ∴ ∴ r 回 i ∴ 再 小 冊 .1斬 : ‡Lil

装 置 を 用 い た .

･l 一 い t la の 集 積 の 観 察

機 能 が 低 ド し て い る た 静 注 し た 舶 c a は 細 胞 内 に 流 入 蓄

積 す る た め 衡 害 部 位 の 真司 窓 に 有 用 で あ る . 中 大 脳 動 脈 開

基 戦 目 号 判 , 二 三L !招 u . 山 号 u l'1. 1 2 f号 閏 . 1 H . L' L l .

竣 日 タ 1 週 間 タ 2 週 間 , 1 カ 月 の 各 群 ( r1 - 6 ) をこ お け

る 4 5c a の 集 積 及 び 分 布 を 予 D 丘 e n e l ら 9 ) の 方 法 に 基 づ

い て 作 製 し た 確 5 C 級 をこ よ る オ - ト ラ ジ オ グ ラ ム よ り検 討

し た 切 静 注 襖 4 5 C 級 が 籍 議 内 をこ 均 ∵ に 分 布 す る の に 約 5 時

間かかるときれるため,確 5caCi250fBm を,閉塞 且ア 2

時間群は MC鬼 を閉塞する5時間前に,残 り釣群は断

し頼-):)的聞直∴吊さ-;l仁}-/,

.I). 局所蛋白合成能の観察

中米脳動脈閉塞緩 及時間, 2時聞手 6時間予12時間,

1日. 二二日. 工町 Flj/~守.｢臣 ､11 ･1･∴巨､､㌔ ll'IJJ信 二__

おける菟自合成能を声明二--V挽溜まneを貫首弓いたオ- トラジ

静宕喜dL,魂5分後に断頭 して 20がの凍結冠状断緋 ミルを作

製 した.乾燥園産後,切片を5,Oi prV/A で 1時間鶴男冨

1 日 I LLMl

し , Ⅹ 線 ブ ザ ル ふ に 3 週 間 感 光 き せ て オ - - ト ラ ジ オ グ ラ

ム を 得 た 幹

li . 粗 相 学 的 検 索

中 畑 こ津 川 半 日 目 .: i ∴ ニー i ∴ 13 上 目 5:7日 1.j､ :__さ .iF】I.描 .L

且 力 批 3 漉 月 が ) 落 着洋 を m - 告 をこ お け る 海 馬 や 視 床 Y

外 感 をE3陵 状 体 , 夢ブbj 酬 膝 状 体 菅 竪 管 鷺 , 溌 落 球 の 射 線 学 的 所 鼠

を 検 討 L た . 但 し 凍 落 球 は 外 側 部 が 虚 路 と 領 域 で あ る 線

条 体 と 接 せ る た め , 内 ･綴 u 部 を 検 索 し た や 3 m 5 % 野 鼠 r a fo r -

n lこIL離 ､ 恒 ,(い . い. 1 ＼ l r項 小 Il h ilit､ h lll､､!~ i Tlt l I: . 卜 ∴ .i

り 経 心 的 に 潅 流 し き そ の 後 断 頭 し て 男議 を 掬 t侶 ノ た 申 lzg3 液

で さ ら に 数 銅 ∃青書産 後 パ ラ フ ィ ン F 包 埋 も/ 声 輝 き 転 が の 冠

状 断 切 片 を 作 製 し た セ H e m 還 t O X y 畳まn - e o s 豆玉頂 く H E ) 敬 色 ,

対 す る 免 疫 観 織 学 的 染 色 暗 F A P 染 色 ) を 行 っ た ｡ ㍍ ㌣ A P

染 色 は サ 抗 G F A P 抗 体 摘 3 親 杭 0 社 製 ) を 舗 倍 希 釈 で

且 時 間 反 応 さ せ , 次 に 態 豆｡ 駁 豆m 化 し た 抗 ラ ビ ッ ト 夏 琵 G を鮎

･;上 ;】＼･illill を日 日 ! i三1 いゝ【･､心 tL h L､ し､日 日 両 い＼ ミ∴ : ･[ ' ~∴ 卜 こい

<r:r l･膏 ,∵ 丁ニ ト㌧ ∴ 挽 . (iiこlm im 汗 小 目 / 吊 晶 , ∴ ∵ -;巨 ■[=. .し'i iLt Ji1 .

え る た め , 樹 状 究 艇 に 喜A. をこ 存 若 妻:す る 微 小 管 結 合 鷹 自 で あ

:丁､ m iL･r･''t Ll h H l､､ こlト ン二川 ､iこlt ､吊 t'!-. -1も車 1 二二 い､ ∴ 七十 卜 /二一 隼 叛

組 織 学 的 染 色 ( M A ㌘ 営 巣 色 ) 杏 , 中 太 脳 動 脈 抱 ヨ 泰 雄 3

日 . ∴雪 上 l 岬 廿 1号 r i至7 ･ :1 T ･ :■ ･巨 ､ ､ ~ - 11 7 , -:'1 . 棉

i.申 El !イ ‖ 1日 , 巨 ＼ l ;＼ L-パ パ 巨 さ い= l h L･r ll 川 IllL､し､lm (-い.LミI･

社 製 ) を 呈 鍼 謄 希 釈 で 且 時 間 反 応 選 せ , 次 をこ b を6兆 豆約 化

上 l二 ･軒 : pL, L＼ l Lr( l, 防 .ill . :1日 (信 1 日 t l t i rl い (_, ｢ い ＼ i L1 こlトー､

し,川 ･11P lL､＼ ト言 .･ ( 予 : ナ ∴ l't十 十 二 言 ＼1 i : -し 上 } -. .漁 , し1 i Ll= l i 日 日 t九 ､ † 1 L, i (1 i n Ll

に て 発 色 さ せ 観 察 し た 9

1 Ⅰ Ⅰ . 結 果

1 . 局 所 脳 血 流 量

中 大 脳 動 脈 閉 塞 後 且 時 間 の i 稽 C - 五 A ㌘ オ - ト ラ ジ オ グ

ラムを閉 息をこ示 し予それに基づ く儲所脳ぬ流値は対側

対照部位と比較 し寮 農をこ表示 した,中大脳動脈鶴城の

域が認められた.大脳皮質の腹鼓亀の程度は著しく,平均

た軸線魚体外側部私太脳皮質同様をこ毅度の虚血をこ陥った

が9線魚体内側部は中等度の虚脱息をことど渡ること鮎あり

平均脳ufl息流値は 鞭.3塊ml/鑑/m喜m 摘7%尉側)であった書

今回慮ぎ奴裸域以外の部位として検討 Lた虚血側の海馬サ
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日後蜜では確56;議の集積は裁許)れなかつたが,2日襖に

視床のほをぎ全体をこ認められた8以後増Sc,議の饗厳は経時

約をこ増強し且力用後蜜で認められたが声後述するようをこ

神経細胞の脱落消紫の強い後腹側核においてはず2週間

区嶺海馬を√こおける壕5C級オ-トラジオグラム
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図;3申棋吊車川津十牢死1日.il畑
:＼:畔上 lミ:斗帖.L伸二亘t(I

綾,1カ月稜は逆に舶C漁が)寮積は減少旦ノた,困榊ではき

射ヨ最終賢妻督側部(主に的酬腹側核か巨む傍榛)をこ軽度

の嶺5caの鮭積が持続もノて認められた.虚をf摘汀の外側膝

状体,内側膝状体では視床封[机こく目許雪濠2邑3線より櫓5ca

警質では網様部を中心をこ閉塞竣臣嘗後より碩5caの集積が

認められた.淡蒼球私,閉塞狛旺上陸で格5caの集積を

認めたが矛閉塞練2日の半数例において私舶caの饗積

がみ綻)れた.蜜た,ヒトで漢斎機内節にあたる脚内核に

もき閉塞射ヨ以降で舶caの駿積が認められたR

･1.海芹引こおける蛋白合成能
閉塞漫時間後では虚言鮎額蔓は対儲翼約二ほとんど差がみられ

をこ虚徹側の錐体細胞のCAlからCA3にかけて合成能

の洗Fが認められた.但し予CA詔とCA3の低㌣ーは軽

度であった.CA2とCA3は6時間後には回復Lたがき

e:A且はほ時間後まで合成能の低Fがあられたサ閉塞1

日後払はCJAlにおける合成能の低V緋一腰L,鉦級浸

週間緩まで村側と差を認めなかった(閏綴).
T).組織学的所見

鹿屋翁も側の海馬をこおいて,妄言E染色,KB染色では閉塞

ま週間群の2例でCA且内側の錐体細胞の--部をこ轟那泡壊

櫓D 2W
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因習中太脳動脈閉塞望哲襖の海馬だ風見錐体寮嗣胞
A:非虚血側,盟:虚血側

死が観察された以外にはき3カ]遷後濠での各群において

i緋J-こ.∴三∴十三.-:l十し,r∴'∴∴.畑､iJh〔l･八･日t∴ト1∴.t:

i守し､;＼Lミ､一.1､∴ト→_<汁.1こItt=11…=:llTllt古,し･tllll什 己 1ヾ11.

た命2済Fl芸3後には反応軌aSもrmC机腔は線かとなり,1

が不規則にとぎれとぎれに象色きれも綴冒)チdemか豆te

の損傷が示されたが,且遇間接にはその数色性は回復し

虚血剰複床をこおいて,閉塞営Ei後まで変化はみられな

かった.4u後をこなると後腹側核の反応性 astrocyte

の出現と神経細胞をこ変化がみられ i週間後をこぼ壊死す

る神経細胞も認められるようをこなつた.澄た,互選間接

には45caの饗積部位と-致して視床のほをま全体に反応

性aStmcyteの増加がみ琵)れた乍その後,45caの餐積
がみられた後腹側核鉦外の領域をこおいても,神経細胞の

変性が認められ,視床は全体として萎縮していった.鍾

経細胞の脱落とそれをこ伴うダリオ-シ刈豊後腹側核にお

いて厳も著明であったサ瑚郷複床におも､ては,鵬に祖の

毅積がみられた内側腹側核軍中心傍接に閉塞2週間後,

i-日j1:卜二･-短烏･､十r号LlHr目し.1･!し一十∴∴わ::･:),.r'､.;Tl輔1棚】服

の明仁ブかな形態学的変化は認め臣)れなかった.図8は

反応性aStTOC沼eがみられる閉塞2週間後の刺や紬句側

腹側陵を示すキ虚泊も綴鴫の外綴E3膝状体と内側膝状体閉塞4

日緩までは神経維胞をこ変化はみられず汁l週間後をこ神経

図8中流脳動脈閉塞翌週間接抑対側視床
LLH/:＼Ⅰ一位巨.+llt十王恒､､
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黒貿網様部と淡蒼球をこおいて屯同じく1週間練をこ神経細

胞の変性が裁転れた†反応杜絶Sもroc郎倍は外側膝状体
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閑留中東脳動脈閉塞息週間後の虚血側の各領域(GFA㌘染色)
し1.i):沃膏雄,rllll:伸上
MG迅:内側膝状体ヲSN

再圧酢tltl巨畑中
虚血側線斎球音視床曽外側膝状体雪内側膝状体苧
澱質と転に萎縮を認める(先頭うず

1JLITlミ:斗伸子.賢LIFUト.
漂質網様部

や内側膝状体におけるよ蔓り多くみち凍てる憾繭をこあった.

その後は竣領域と転神経細胞が徐母をこ崩壊脱落しァ1カ

則薮には明ど)かな萎縮として観察され賢31淫綾には酎こ
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櫛幣脳底ほ乳をこ伴う虚血敷以外の病変に関する実験を紹

う磯翫 できるだけ磯した部位に均--BLた広がりの感

触巣が腎転磨る局所脳虚血モデルを湧羽いる必要がある.

その点,ラット中大E脳動脈閉塞凝デルは比較的個体間の

差が少なく,虚血巣以外の病変をこ関する実験のをデルと

間をこ慮鹿厳が得られる砂ネズミ中大脳動脈閉塞モデルを

線魚体と中大脳動脈磯城の大脳皮質をこラ､ソトと比べ姦度

巨､･主上}r_工}･∴7L･卜鳥目1,j･-/iト ト}パ二､T鉦一､こ1いi叶

Cは油 をす二来したことで段期生存が可能となり9本研究

て検討Lた報告は本帝㌢究漁貰初めてである.

ラット中大脳動脈閉塞を亨ごルをこおいでは,感触敷以外

の領域で観織学的変化の式る部位として,虚血磯ilの視床

用いた砂ネズミ中大脳動脈抱き･3憲をデルではき明し逆性の神

経細胞衡害が虚ぬ偽膜 ①海馬に,進行性の萎縮約数血

側の②複床,外側膝状鰍 内磯Ej膝状体や③黒鷲網様

部,淡蒼球において認められたか蜜た,--次的かこ泊も液の
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供給をこ制限を受けないこうした虚血領域以外郡部紋では才

覚醒状態における脳ダル:1-ス代謝は神経細胞殿活動状

態を室をこ反映すると考えられるが撃虚軋急性期から経略

約に覚醒状態の脳グルコ-弟膏琶謝を観察した結厳君②と

③ぼ明らかをこ異なる経略的変化が認められた&すなわち碧

母,②,③では輿なる病態を持つ遠隔病変が観察された.

昆ド(払 ②芦(薮のそれぞれにおいて,登園の実験結果

を論じる.

t.海 馬
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;∵}:;卜∴ぞ㍉二㌦Shitgt,日日【■言rl.Sl汀こlIH1い11こ川･い＼･･･L

卜を招いて率太脳動脈を穿通枝分岐部よ物遠紋部で閉塞

させることで予大脳皮質だげが虚血をこ陥るモデルを作雛

上∴･､･≡二/､.亙血f酢､用1日信二_-F,しこトー~ll代謝こ'､:昌tf:;:一二

ド(､i/=rtl,I,ソ∴::.線うロトY亘三･照,;>･･酢明仁:-_r∴1.十重.:師

糸軋おいては綬轡発作を認めた例はなかつたが苧妙ネズ

ミがラットとぶたべ療轡を起こしやすも､ことを考えると賢

2.視床.外側膝状体.内側膝状体

視床と尭脳波繋よは密接な線維感銘があり芦太願皮質

を除去すると閲側複床をこ観繊学的な変化が教じることは

以前から報告澄･れている桝弓藤維勘 繰魚体とその近

中太脳動脈閉塞をデルをこおける虚鹿瀬EB飛視床後塵額E3按の

組織学的変化を経略約をこ観察し 閉塞襖狛"護より神経綿

時間とた鮎をこ神経細胞は段櫓をこ脱落し声視床は進行鱒二に

の中東射動脈閉塞をデル孤脳血流畳を測産要し夢虚血瀬Ej視

床腐側では閉塞裸3岱分で対頗踊こ流して銅兇働低肝を認め声

丁目i‖/1.il廿Jil!.-_Ar-r卜ニト･･~く代謝､･巨二_tL.礼:LU∴用二両L流

.'ti.!同上こf肘紅∴f;卜,仁E_仁Iトニ:､1:llH-:

摩桝険翻した紗ネノ滅ミ中東脳動脈閉塞モデルの虚ぬ顔頭
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視床後腹叡E遷榛において屯,ラットの申大脳動陳閉塞そデ

塞緩1時間の脳血流農は対儲旺巳で82%の低下を示し 閉

塞後1時間から且週間まで観察Lた脳ダルコ---鼠代謝は

終始コソトロ---ル健の60-70%の低値をとった一そし

-∴酎払守宜｣に言!11十,i;I::･lii座;一神汗･1冊-.'l)Ll､甘畑.i十十木

工lト=･八､yl(-し1川1日日が}⊥-∴か.A:'LFl,直1日恒子二･拙服し'亘史戸主.･

脱落が観察された.尚9本実験では観織観梅部位瑚m"3走,

甘▲し告t､上､Lt;､∴壬;1し-こl十 を､-V､Lj･'!~.∴t,t､Il巨､十八 混

血頗童j視床後腹鰍鱗紅おいて削ぎ葦塞後2日で既をこ舶C透の

教厳が認められ,光斬学的な凝製織変化に比べ,より藍終く,

上ノバ,'=-L汗1',Lil__樟拭甘十十､吊?]了,~帖∴:::十二i:ノ∴項lll!..∴JI:卜､

た.閉塞i時間後捌悩ゲルコ--ノ武官宅減で低値を示した虚

血榊外側膝状体,内側膝状体転視床緩腐蝕鎚横と基本的に

同様の経略的変化を示も｡√た.担しき神経細胞の毅も織学的

骨ft~.‖il汗_料)1･IiH･Fl:膵をjいtr/JLナ~∴'--.勘車冊宮'､鉦'結.ト祝

床穣腹側核の方が顧策:であ-:)た.

視床後腹髄硝榛予外側膝状体,内髄鴫膝状体は起鮎をこ末梢

からの感覚性武力を受け,各々 体性感覚野声腹覚野,磨

覚野へ投射する中継点をこあたる中藤ネズミ中太脳動脈精義一書

塞モデルの場合大脳皮質の梗塞毅は広i,体性感鴬野をこ
畑∴ 甘i招rl.聴冊1pj̀一･t､L十rと㌢工1.し.Jp.･′･･L∴ Lい恒妻iE

転れた前述の経略的変化の機序としてii逆行性変性苧亨が

最転考えられる由視床後塵側榛に関Lては予大尉臆驚か

だブ転入力を受けており9外側膝状体,内側経験体をこ比べ

観梅変化が強く認めわれ薮こことを考えると,藤江の指摘

の通り,縫順行性愛轍官学鮎関jjH〆ているた緊想される.

Ur-~丁∴i∴巨､∴_IJ.宮∴車両u_日射トト11･㌔頼側柱言I.

外の領域を前舷側鱗芦外側頗髄El鱗声援外側核,内側健側

梼芳背肉殿fl按平鹿坂内按等)をこ叡広く変化が観察されたA

閉塞緩2日で視床のほぼ全体をこ鵬caの饗積がみられ苧

その緩集積は赦欝とな碁石 1カ月後転依然として認めら

れた,Lかし芦神経細胞の変化は後腹磯鎚核に比べて軽度

で汐脱落していく細胞数鮎少なかった｡グルコ--ハス代謝

ち,襖腐殿は按では閉塞練終始同じような低値を示そ㌦た殿

をこ対し 視床内側部では6時間以後は対側よを)は低値を

とるもののコソトロ-ル値9¢%近くまで回復しておりき

このダルコ--呆代謝の経時的変化の違いが,観繊学納所

鬼の差に反映されていると思われる甘蜜た,後腹側核で,

逆をこ2週間後,1カ月後に舶caの寮横が少なくなった

和は,脱落する神経細胞が多いためと考え転れる血

この妙ネズミ中大脳動脈閉塞モデルでは太脳庶盟と線

魚/鉢をこ広範な焼山した虚血巣を生じる｡大脳臆鷲と視床

とは密接な神経線維適格があるが,視床は濠た線魚体と

認め汐プれた病変の中にはむしろ線魚体が深くかかわって

牧もこた領域が含護れている可能性が考えられる.中太脳

動脈をよをブ遠位部で閉塞し9線魚体をできるだげ虚慮巣

∴言巨∴､号･.~∴i早十根上∴ :了棚川沖∴1二一(､こlT､ ト

ラジオグラムで観察Lたところ亨視床頗側部,外僻遠膝状

i=十 パ畔廿'出ト∴∴ヒ1㌢-し､こl/､114､j立JL∴吊t･_I∴r_.∴∴畑'-∴

視床内側部 (内頗ぎB腹側核き蘭書塾側様声髄板内接)をこぼ

1:-'t'iト'斗桔言言守､∴(∴･:;.､∴.図11∵一･:'･/､1:､('こIi

トラジオグラムを示一堵ゝl太脳波鷲の梗塞範巨邪か暑r大脳動

脈近位部閉塞モデルとほとんど変わらず,線条体は背外

楽モデルと比べ,視床内側部と黒驚き淡蒼球に嶺5caの

寮積がみ鍔きれない血それから判断すると,視床の中で内

側部碍病変の発生には線教練が済ij日_ていると考えられ
二∴_.

畑■帖'凝.:操守､1詳守叫服佃巨‥牛:_:巨仁∴二畑､I-:~も.

神経細胞の形態学的愛着転は確認されなかったが,掘5仁:迅

図11申大隅動l脈遠付二部Fl;･j塞2週問i･幸江1
壕5㍍象牙-トラジオグラム
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ハiLlj:LlU]=∴､t∴-･L:し吊=域∴ 守とi:_㌧昌廿日t.<=･目し･1.h_､

しコ叩け甘ll告',/∴f理日出圭一.〉心血帖∵弓射ヰ∴-__帖臣]-i'it∵::

の集積を認めなかった中東脳動脈遠位閉塞モデルでは対

抑制.恥冊帖信二_卓､lこ､(':i::･∴'∴･ナ;!:∴}い-,.'1二十.い1,抽

寛厳からの療接の酢轡をこよる転職ではなi,左右の複床

内翻部隙志の線維連絡による望次的変化が巌も考えられ
上.

:i.黒質,淡蒼球

窯質網様部,淡蒼球た私をこ線条体からÅ力線鮭を受け

ており予その神経線維はGA迅鬼を伝達物質とする抑

制性線維が主体であることが確認されているせ線条体を
興奮毒性を有するカイエン′酸やイポチソ酸を注入して破

壊すると,開脚鷺質にゲルコ-ス代謝の先進がみられる

こと予さらをこぼ窯質網様部をこ神経細胞壊死を生じること

が織莞･されている旦那1912怨)2畑 但し その時間的経過は

報告をこより瓢な-∵)ており,それは,線条体病変の程度や
広がりをこよる鮎将と思われるBメカニズムとしては,級

魚体の破壊によって繋驚網様部をこおける抑制性線維の入

封が減少するため夢脱抑制をこよって禦鷲網様部の神経細

胞は過剰興奮状態となり,ダルコ---鼠代謝の先進を示す

とと転を,こ,その後遅発性釣神経細胞傷害を生じるのでぼ
-,十｣..]-∴.I_≡,-':∴ナ､.1ト･∴

前述の日量村ら転 ラット約中大脳動脈m塞モデルにお

ける虚威儀槌禦鷹の厳格学的所級を経略約をこ検討し,Tailじ

く黒さ露網様部をこ徐峰をこ萎縮のくることを報罵̂-している6)令

その経略的変化は砂ネズミ中大脳動脈閉塞モデルた比べ

るとやや遅く才閉塞望週置遷後で神経細胞孤壊死を認めて

いる,彼らは虚血急性期のグルコース代謝は観察してい

なも鴻芸タ1週間後では虚血幾Ejの緊質と淡蒼球をこおいてダ

ルコ-ス代謝の先進がみ転れたとしている.蜜た,印材

と㌻司じ教室の中山は,同をデルをこおけるアミノ酸神経伝

達物質の測定を行い,虚疏摘fl禦質と淡蒼球において苧閉

塞3臼田から速週間E3濠で抑制性の伝達物質であるGA-

BAが有意をこ低下していることを確認している22㌔以

上より,紋ら屯,虚血偽だ眉の恩鷲をこ観察された組織変化の

メカニズムとLて声線条体の梗塞をこよっておきる禦質をこ

脅軌 紗ネズミ中東脳動脈閉塞モデルをこおいてタ虚鼻血

側の窯業網様部と挽落球をこ,複床外側膝状体,内側除状

体た賢司様をこ進行性の凝縮が観察されたがザそ翻射機とL

てほ,やはり線条体からの抑制性腺鰭漆芸傷害きれたため

の脱抑制をこ基づく可能性が厳屯考えられる.抱当塞2日群

の半数でみられた淡蒼球の嶺5C箆の教櫓は,反応性変化

が強く生じたための転のよ思われるが賢黒鷲,淡澄雄をこ

u)2こi

右いl∴IVいいIi日夜/Jt∴テ十二1:-十こい'~､li.雄吊.線'fefト

からの抑制後神経線維の神経終末の変性を現わしている

車外†帖廿吠[巨廿し三畔冊ト:iiこ什∴:巨ト:､_ド)も､､/⊥∴ナ工湖t

加え,Å力線経の神経終末の変性に反応して増加した

こInr川､I･tt､/･.倉上十人;ぅ~∴7f-=､∴へか.

線魚体を飽和方が吾で破壊して同剰祭質のGABAを

減少しており,窯鷲をこおけるGABAの減少はMCA

閉塞後すく再こぼ起きず㌢数日して起こることが予想され

る23)盟壇).今軌 間塞後3日から6Ei蜜ではダルコ---ス

代謝を測定していないため夢GABAを有する底力線維

の減少したことをこよる脱抑制をこ基づくダルコ-見代謝の

先進をちょうど異質と淡斎球をこおいて観察できなかった

可能性はある.で軌 間塞襖且時間か琵)は時間濠で虚血

急性期に疲動側の禦･質と淡蒼球で認められたゲル二王-〈鼠

代謝tfHL.町日石T.と__･丁:･･∴,~∴fこ､/､∴､か.沃持味∴_い､､二冊

塞練2時間蜜で認めわれた著明な高値は,梗塞をこ陥る線

'fJ'ト∴守･ミミ√い沫吉満目~こい･.丁､r土.い1.∴州~帖f-再川1粧しJ/lT

ると考えられるが,馴時間護以降瑠3,虚偽領域た蔭按接し

ー'_い.･十､､黒賞∴右ト∴上 ∴三_t∴∴.と証明~∴＼∴い.一十~･i

､1､･㌔代謝~∴T_Jこし㌧),A,侶トド亘,I-.p･トトし輝軌帖r-I.i

虚血後藤を受けた時,神経終末から?神経伝達物質

が放揖することは十分をこ考えられる中線魚体をこぼ興奮性

伝達物質と考えられるsubsも汲mCだ㌘を禽着せる神経細

胞が存在し,禦質,親斎球をこ同じく神経線練を送ってい

る25)B虚血急性期をこぼsu鮎Sも盈mCePが優位をこ放出され声
そのためにダルコ-ス代謝の瓦進を生じたRf能性は考え

られないであろうか甲実際,線条体を電気的をこ刺激する

と,黒鷺牙淡蒼球をこダルコ-ス代謝の先進がみられたと

する報鷲がある26)水蜜た,線条体が3凱鮎をこ陥ると線魚

体をこおいてdopam息Tieが大農をこ放出されることが報告

十ナ乙ていY:'I､ご-;.11日lp,;ll11LinL､∴T.媒'(=休ハ神軒･t･r:iWi'.描...主~､JfL

て抑制性に働くことが示されている片そう考えると菅

上に∴一/Ll.l卜-日日針l､･lLuf∵十号巨1-･車i日,十も､JT;:::_:-､卜-,∴

いずれにせよ,巣鷹および淡斎球をこおけるこの慮農奴急性

期のダルコ小弟代謝の先進が果たしていかなる機序をこよ

るのか亨その後に生じる細胞傷害と弼ちか抑関係がある

顔,興味深いところである也
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釣病態は単純でな宅を種々 が)病態が含変動でも､るこkが

頼粧∴ L.}▲i_､中小t~ソ叫車∴パL卜守'L,Lイ吉tト∴r:.い),

脳梗塞が歎uた場合をこ遠隔部をこおいて観察きれる病魔の

軒帖､UFrLt....:..r∴∴､こ∴十トナ:.′∴ し十上 1}卜:■1､､Lこ.-ト■l､.

巌道は㌘監Tによるレ救プダー-m迅相互m鍔屯吋能にな

りつりあを),澄た,近年開発進歩のめざ渡しも､M況‡

をこより脳の比較的小さな髄篭城の観繊変化鮎とられるよう

をこなってきており牙こうした方法を駆使することで,今

後は転義床において鮎庵為所脳激流息が遠隔簡域をこii･える影響

1㌦ ま と め

･L_L･ I,代謝/弓主f夏鳥､1'日付目性巨車‖1､日石畔戒く~1iTL';l

汁.∴LT舶律潮岬軒上L}i守汀i:辛ノ:-J･r:ti′L'∴幣＼'',lJl(=廿､

閏′jiTい･工と_i',L::∴t了･,

3かこれをこ毅‖ノてや慮恩亀に陥る太脳成驚き線条体と密

接上線･享狛t再言十1･上席畔帖粧し 斗畔lトト畑一上 目(岬廿廿

体芦繁簡網様部,淡斎球では予も､ずれにおいて鮎進行性

の萎縮が認められた∴搾経細胞の変性はセ視床の後腹側

核で閉塞練堵uでみられた以外はぎ茅3塞後逢週間よりみ綜)

甑,その後繰やをこ神経細胞は壊死や脱落していつた手ダ
･L.f-.--~L代謝言粧L.斗f岬廿:照ト.冊｢呈梱吉雄､休'∴川■目し

=号閥座/}:∴一､日断章ミ了巨丁_二木ぺ沼気.煩く-j･､i,'.㌔LIl∴吏Ij卜こ.,

黒繋網様部,摸落球では,閉塞乱時間後から漫錐繁閑後凌

側路旗棒では閉塞緩望uで認めだブれたがき繋鷺網様部9

淡落球では複m後よりみ琵ブれた..左脳舷笛と柳Fi二03線級

連絡を縛り視床後腹榊榛は遅行性変性および糖打姓変性

;;工 ′i､脹皮丁畑1..i･､･吊損1ll十立十ン日日購いilLIT木 目神目廿･1,し休

においてぼ逆行性変性がサ線魚体から抑号音音量腰三線線が受け

るlg艶驚網様部声紋斎塚におも､ては脱抑制による過剰興奮

力言争それぞれ約神経細胞損傷の~をこなメカニズムた考えど)
.､卜..;-.

塊や局所膳虚血捌半--'て生じる遠隔敵城の神経細胞傷

車骨_/‖i＼汗~∴どこ了.
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